






















現ｼｰﾄ№ 章項目 事業名 河川名 実施／検討 意見案 委員名

本事業は、破堤に伴う洪水災害を防止・軽減するための中心的な事業の一つであって、破堤原因を取り除くような方
法、工法に基づいて新しい築堤法を導入して堤防補強事業を推進しようとしている点は評価すべきである。
ただ、次のように、技術的な面、事業実施計画および実施中において克服すべき点も多いことに留意すべきであ
る。
・現在の堤防の構造や安全面での問題点を調査検討し、公表して欲しい。
・破堤原因として、侵食、浸透、越水がある。検討中の工法は、法面の緩傾斜化、法面・天端の遮水、法尻排水に
よってこれらの原因を軽微にするか、あるいは取り除こうとするものである。このような方法で破堤原因をどの程度押さ
え込めるのか明らかにすべきである。
・淀川堤防強化検討委員会等による構造などの早急な検討、実施が必要である。加えて、具体的な、現地に則した
堤防強化策がいつごろ確定するのか分からないが、この優先施策の定まるスパンの長短が代替案比較に関係してく
る。
・工法として画一的なものではなく、たとえば法面保護として、遮水するのではなく、岩石あるいはそれに代わる材料
を使うなど、河川の特性に応じた工法を採用することも重要。治水上の危険を増大させない限り、景観、生態系、地
域のニーズに配慮した多様な堤防作りを進めてほしい。
・淀川と宇治川、桂川、木津川、猪名川において法面の勾配が違う理由、ドレーン工の有無、実施区間と従来区間と
の接続点の水理的問題、緩傾斜化に伴う流水断面の減少や粗度変化による通水能力の検討とともに、余裕高の概
念に関する変更の有無、法面傾斜、形状、材料、水の透水性の変化に関連して生ずる、植生、生物生息環境の変
化など、明らかにすべき。
・計画高においては、対象とする区間長が非常に長く、費用も膨大になることが予想されるが、全体計画と実施計画
との関係が明らかにされていない。
・実施区間として、過去に堤防法尻において「漏水」、浸水があったり、侵食の危険性があって保全対象が密集して
いるところが対象になっているように思われる。保全対象がなくとも破堤すると壊滅的な被害が生ずるようなところの有
無についても検討し、対策を実施すべきである。

江頭

・実施にあたっては、河川特性の異なる区間をいくつか抽出し、試験施工を行い、モニタリングを行いな
がら順応的に推進することを要望する。この際、技術的に最新の工法を効率的に用いること。
また、淀川堤防強化検討委員会による構造などの早急な検討、実施が必要である。加えて、具体的な、現
地に則した堤防強化策がいつごろ確定するのか分からないが、この優先施策の定まるスパンの長短が事業
実施や代替案比較に関係してくるのである。技術的に最新の工法を効率的に用いて堤防補強を行うと共
に、現在の堤防の構造や安全面での問題点を調査し、公表する必要がある。
堤防補強の緩傾斜面については、水際と陸域との移行帯として環境面での配慮が必要であるが、具体的に
は、水際移行帯に相応しい植生の自然回復や生態系の回復を図ることが大切である。これについては専門
家の意見を聴くと同時に生態系に配慮した工法の採用や埋土種子の活用などが必要である。
・堤防補強に際して設置される法尻排水溝（U字溝）には、一定区間（10～20m）おきに落下生物が這い登
れるようにスロープ付の材料を使用して横断方向の生物移動を保障すべきである。さらに、環境面でのデ
メリットもあり，場所により異なった工法の検討をされたい．また，治水のみの観点でなく地域のニーズ
を取り入れ、幅広く検討してほしい。在来種があるところは、覆土するなど、地域に応じた堤防を作るこ
とができるのではないか。堤防のあり方を地域の希望に応じた表情のある堤防に整備していただきたい，
すなわち、治水上の危険を増大させない限り、景観、生態系、地域のニーズに配慮した多様な堤防作りを
進めてほしい。堤防補強とあわせ、高水敷を切り下げ河川断面を確保していただきたい。その際、上記の
事項に配慮すべきである。[改行]
・堤防補強工事完了後は越水被害に対するハザードマップを公表すべきである。
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